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※事務局記入欄 

№ 24 

【様式２】 

エントリー学校名：岡山県立林野高等学校 
活動名：みまさか学指導法の開発 ～ICT による授業と GOAL設定～ 
解決すべき課題 
1) 教員の資質向上…本校における学校設定教科『みまさか学』は、地域の現状や課題を発見し、解決のた
め提案・方策をチームで探究し、実践する科目である。しかし、探究活動に関する教員の知識・経験には差が
あるため、現在、属人的な教科となっており、『みまさか学』を一部の教員しか担当することができない状況となっ
ている。そのため、転勤等で担当教員がいなくなると、よりよい探究活動が成立しなくなる現状がある。 
2) 授業コンテンツ・単元目標が不明確…これまでの『みまさか学』は担当教員の経験とノウハウで生徒の探究
活動を成立させていた側面が大きい。そのため、導入時に必ず生徒に伝授すべき授業コンテンツや、単元または
１学期などにおける目標が不明確であった。 

目標・方針：どの教員でも『みまさか学』を担当できるようにするためには、まず、『みまさか学』における探究活
動のスタイルの確立が必要であると考えた。次に、これまで経験やノウハウのみで行われていた授業の中で、探
究活動を行う上で生徒に必ず伝授しておく必要があるものをパッケージ化することで、どのような授業を実施すれ
ばよいかわからないという現状を変えられると考えた。最後に、達成目標があいまいになってしまいがちな探究活
動における目標・GOAL、そして GOAL に対する評価を明確にすることで、教員が GOAL までに、生徒に何を
すべきか考えることもでき、課題解決に向かうと考えた。 
活動内容 
1) Chromebook(クロムブック)を活用した授業コンテンツの開発と授業記録の蓄積…年間の授業における記
録(指示内容・生徒の成果物、授業内での教員のコメントなど)を「G Suite for Education」のクラスルームに
より、記録・管理することにした(写真①)。また、探究活動の導入時に必要だと考えた「グループワークの効果を
知る」や「現状把握の手法を知る」、「フィールドワークスキルを考える」などの授業内容を、グーグルスライドでパッ
ケージ化した。 
2) 『みまさか学』における活動スタイルの構築…探究活動には様々な手法や活動スタイルが存在するが、『み
まさか学』については、「課題・テーマ設定、テーマの現状把握と分析、仮説と理想の姿の構築、現状と理想を
埋める解決策の実践」という４つの段階を設定した。この４つの段階における生徒の活動について、授業内で
必要に応じて教員がアドバイスをするだけでなく、外部講師(NPO法人代表者)に定期的に授業に関わっても
らっている。そして、年３回の活動報告会(写真③)と、今後の『みまさか学』について話し合う地域連携協議会
(写真④)を開設し、地域の方や OB、行政職員に参加してもらい、生徒の活動について助言をいただくととも
に、活動内容に興味関心があれば、活動の協力者になってもらうことをお願いしている。 
3) 活動報告会を GOAL と設定し、その GOAL における評価指標と評価方法を明確に設定した(写真②)。 

活動の成果：「G Suite for Education」のクラスルームの活用により、授業内の生徒への指示とともに生徒
の成果物も蓄積でき、どのような指示で生徒がどのような成果物を提出したかを、記録することが可能となった。
校外の方が多く関わる活動報告会と、担当教員と校外の方とで行う地域連携協議会により、これまで高校生
だけでは叶えられなかった提案や解決策が実践可能になるという大きな成果を得て、属人的でなく多くの方が関
わる『みまさか学』となっている。また、本校で実施している総合的な探究の時間に関する生徒の自己評価アン
ケートでは右の結果からもわかるようにみまさか学受講生の数値が全体に比べ高いことがわかった(表①)。 

アピールポイント（アイディアや工夫） 
○Chromebook の活用  ○校外の方に多く関わってもらう年３回の活動報告会と地域連携協議会 

＜写真①:Chromebook の活用＞         ＜写真②:GOAL設定と評価＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜写真③:活動報告会の様子＞             ＜写真④:地域連携協議会の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 生徒の発表後に質疑応答やアドバイスをいただき、その後の地域連携協議会では、生徒の活動に関する 
今後の方向性や協力の有無などが話し合われる。 

 
＜表①:アンケート結果・みまさか学受講生感想＞ 
Q1言われたことをやるだけでなく自ら目標を設定している 
Q2地域の魅力を再発見し大切にしようとしている 
  
みまさか学で人との繋がりを作ることの大切さに気づき

ました。大学でも活動をきっかけに多くの方と繋がって、社
会福祉士の夢に向けて力をつけ、自分の可能性を広げ
ていきたいです。この２年間、「どうしたら上手くいくか」とい
う方法を自分たちでよく考えて、行動していくことが楽し
く、充実した時間でした。（「みまさか学受講生修了レポート」より一部抜粋） 
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